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(57)【要約】
　　【課題】　水性塗料組成物に配合でき、しかも、配合された水性塗料組成物の塗布後
の塗膜表面を親水化させ得る水性塗料用親水化剤、および、塗布後の塗膜表面を親水化さ
せ得る水性塗料組成物を提供することを課題としている。
　　【解決手段】　シリカ粒子が用いられた水性塗料用親水化剤であって、親水性および
疎水性が可逆的に変わる相転移温度を有する感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子に
担持されてなる水性塗料用親水化剤、および、該水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性
塗料組成物を提供する。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリカ粒子が用いられた水性塗料用親水化剤であって、
　親水性および疎水性が可逆的に変わる相転移温度を有する感熱応答性高分子化合物が前
記シリカ粒子に担持されてなることを特徴とする水性塗料用親水化剤。
【請求項２】
　前記シリカ粒子の平均粒径が２０～３００ｎｍである請求項１に記載の水性塗料用親水
化剤。
【請求項３】
　前記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シ
リカ粒子が含まれている請求項１又は２に記載の水性塗料用親水化剤。
【請求項４】
　前記感熱応答性高分子化合物が前記化学修飾シリカ粒子に担持されてなる請求項３に記
載の水性塗料用親水化剤。
【請求項５】
　前記感熱応答性高分子化合物が、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミド、ポリエチレン
グリコール、ポリプロピレングリコールおよびポリビニルメチルエーテルのうちの少なく
とも１種である請求項１～４のいずれか１項に記載の水性塗料用親水化剤。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載された水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性塗料
組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性塗料用親水化剤および該親水化剤が含まれてなる水性塗料組成物に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　塗料は、被塗布体に塗布されて塗膜となり、その塗膜は、主に被塗布体を長期間にわた
って保護する役割を担う。その塗膜表面は、通常、疎水性であり、屋外で用いられる場合
には、汚れが付着しやすく、また、その汚れが雨水などにより除去されにくい。このよう
な汚れを塗膜表面から除去させやすくするため、塗膜表面を親水化し、水に濡れやすくさ
せるような塗料用親水化剤、および、塗料組成物が要望されている。
　また、近年の地球環境問題への関心の高まりから、塗布後に大気中へ有機溶剤を比較的
多量に放出してしまう溶剤系塗料よりも、大気中へ有機溶剤を多量に放出するおそれが少
ないものであって溶剤系塗料と同等あるいはそれ以上の性能を有する水性塗料などの塗料
が要望されている。
【０００３】
　従来、塗料用の親水化剤としては、例えば、シリケート系化合物が知られている。この
シリケート系化合物は、溶媒として有機溶剤を比較的多量に含む、いわゆる溶剤系塗料に
配合されて、塗布後の塗膜表面を親水化させ得るものである。ところが、水性塗料におい
ては、このシリケート系化合物が水と反応してゲル化し、塗料が不均一になるなどの不具
合が生じ得る。即ち、塗料用の親水化剤としてのシリケート系化合物は、溶媒として水を
比較的多量に含む、いわゆる水性塗料に配合されて用いられることが困難とされている。
【０００４】
　これに対して、特許文献１に記載されているように、シリケート系化合物以外の親水化
剤も提案されている。ところが、この種の親水化剤は、いわゆる溶剤系塗料で用いられる
ことが前提となっており、水性塗料には配合されにくく、水性塗料用親水化剤としての性
能を発揮し得ない。
【０００５】
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　このように、水性塗料用の親水化剤として未だ満足できる性能のものはないため、水性
塗料に配合でき、その水性塗料の塗膜表面を親水化できる水性塗料用親水化剤が要望され
ている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－３２５３３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記問題点および要望点等に鑑み、水性塗料組成物に配合でき、しかも、配
合された水性塗料組成物の塗布後の塗膜表面を親水化させ得る水性塗料用親水化剤、およ
び、該親水化剤が含まれてなる水性塗料組成物を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決すべく、本発明に係る水性塗料用親水化剤は、シリカ粒子が用いられた
水性塗料用親水化剤であって、親水性および疎水性が可逆的に変わる相転移温度を有する
感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子に担持されてなることを特徴とする。
【０００９】
　上記構成からなる水性塗料用親水化剤によれば、親水性および疎水性が可逆的に変わる
相転移温度を有する前記感熱応答性高分子化合物と、前記シリカ粒子とでなるため、前記
水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性塗料組成物が塗布されて形成される塗膜が前記相
転移温度以上の温度で置かれることにより、前記感熱応答性高分子化合物が疎水性となり
、その疎水性によって前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子を伴って塗膜表面に
移動し得る。さらに、前記水性塗料用親水化剤が塗膜表面に存在する状態で塗膜の硬化が
進み、塗膜の硬化が完了する。続いて、塗膜の硬化後に温度が下げられると、塗膜表面に
ある前記感熱応答性高分子化合物は親水性となり、しかも、親水性であるシリカ粒子が塗
膜表面に存在することとなり得る。
【００１０】
　また、本発明に係る水性塗料用親水化剤は、前記シリカ粒子の平均粒径が２０～３００
ｎｍであることが好ましい。前記シリカ粒子の平均粒径が２０ｎｍ以上であることにより
、前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子に容易に担持されやすくなるという利点
があり、３００ｎｍ以下であることにより、塗膜表面に前記水性塗料用親水化剤がより移
動しやすくなるという利点がある。
【００１１】
　また、本発明に係る水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ
粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シリカ粒子が含まれていることが好ましい。前
記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シリカ
粒子が含まれていることにより、前記感熱応答性高分子化合物がより確実に前記シリカ粒
子を伴って塗膜表面に移動するという利点がある。
【００１２】
　また、本発明に係る水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物が前記化学修
飾シリカ粒子に担持されてなることが好ましい。前記感熱応答性高分子化合物が前記化学
修飾シリカ粒子に担持されてなることにより、さらに前記水性塗料用親水化剤が塗膜表面
により移動しやすくなるという利点がある。
【００１３】
　本発明に係る水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物が、ポリＮ－イソプ
ロピルアクリルアミド、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールおよびポリ
ビニルメチルエーテルのうちの少なくとも１種であることが好ましい。
【００１４】
　本発明に係る水性塗料組成物は、前記水性塗料用親水化剤が含まれてなることを特徴と
する。
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【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る水性塗料用親水化剤は、水性塗料組成物に配合でき、しかも、配合された
水性塗料組成物の塗布後の塗膜表面を親水化させ得るという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る水性塗料用親水化剤の一実施形態について説明する。
【００１７】
　本実施形態の水性塗料用親水化剤は、シリカ粒子が用いられた水性塗料用親水化剤であ
って、親水性および疎水性が可逆的に変わる相転移温度を有する感熱応答性高分子化合物
が前記シリカ粒子に担持されてなる。
　なお、本実施形態の水性塗料用親水化剤は、例えば、前記感熱応答性高分子化合物が前
記シリカ粒子に物理的に付着されたものであってもよく、前記感熱応答性高分子化合物が
前記シリカ粒子と化学的に結合されたものであってもよい。また、本実施形態の水性塗料
用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子と化学的に結合されたもの
に、さらに前記感熱応答性高分子化合物が物理的に付着されたものであってもよい。
【００１８】
　ここで、水性塗料とは、水で希釈できる塗料のことをいい、具体的には、分散媒として
水、水溶性有機溶剤を含む水が用いられている塗料のことをいう。より具体的には、例え
ば、非水溶性の樹脂や顔料が分散されてなるエマルション系水性塗料、水溶性樹脂が水溶
性有機溶媒を含んだ溶媒に溶解している水溶性樹脂系水性塗料などが挙げられる。水性塗
料には、分散媒または溶媒として水が比較的多量に含まれているため、水性塗料が被塗布
体に塗布されて塗膜が形成されるときに大気中に放出される有機溶媒の量は、比較的少な
い。
【００１９】
　前記シリカ粒子としては、特に限定されず、天然品および合成品、結晶性および非晶質
性のものが例示される。また、各種製法により製造されたものが挙げられる。純度がより
高いという点で合成品が好ましく、合成非晶質性のものがより好ましい。合成非晶質性シ
リカの製法としては、湿式法と乾式法とに大別され、シリカ微粒子の平均粒径が制御しや
すいという点で湿式法が好ましい。湿式法シリカは沈降（沈澱）法シリカとゲル法シリカ
に類別され、湿式法では、一般的にケイ酸ナトリウムと鉱酸（通常は硫酸）の中和反応に
よりシリカ粒子が合成される。さらに好ましいシリカ粒子としては、例えば、アルコキシ
シランを原料に、ゾルゲル法で合成したコロイダルシリカが挙げられる。また、このコロ
イダルシリカの表面がナトリウムイオンやアンモニウムイオンで安定化されたものも挙げ
られる。また、このようにゾルゲル法で合成したコロイダルシリカを原料に、シリカ粒子
表面を改質し、各種の有機溶剤に分散されたオルガノシリカゾルも例示される。
【００２０】
　前記シリカ粒子の平均粒径は、２０～３００ｎｍであることが好ましく、５０～２００
ｎｍであることがより好ましい。前記シリカ粒子の平均粒径が２０ｎｍ以上であることに
より、前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子に容易に担持されやすくなるという
利点があり、３００ｎｍ以上であることにより、塗膜表面に前記水性塗料用親水化剤がよ
り移動しやすくなるという利点がある。
【００２１】
　前記シリカ粒子の平均粒径は、動的光散乱法により測定されるものである。具体的には
、粒度分布測定装置（大塚電子社製　商品名「濃厚系粒径アナライザー　ＦＰＡＲ－１０
００」）を用いて分散媒としてイソプロパノールを用いて濃度０．０５重量％で測定し、
分布解析にＣＯＮＴＩＮ法を用いて求められる値を採用する。
【００２２】
　前記シリカ粒子としては、市販されているものが用いられ得る。
【００２３】
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　前記感熱応答性高分子化合物は、親水性および疎水性が可逆的に変わる相転移温度を有
するものである。より詳しくは、相転移温度を境界にして、その高分子化合物の親水性お
よび疎水性が可逆的に変わるものであり、その相転移温度以下では親水性、その相転移温
度以上では疎水性を示すものである。前記感熱応答性高分子化合物の親水性および疎水性
への変化は、可逆的であるため、相転移温度を境にして温度が上昇下降を繰り返しても、
前記感熱応答性高分子化合物の親水性および疎水性は何度でも変わり得る。
【００２４】
　前記相転移温度は、具体的には、前記感熱応答性高分子化合物の１０重量％水溶液を調
製し、その水溶液の粘度を音叉型振動式粘度計（Ａ＆Ｄ社製　商品名「ＳＶ－１０」）を
用いて温度２０～８０℃で測定し、その温度範囲における粘度の最小値および最大値の中
間点の温度を相転移温度とする。
【００２５】
　前記親水性がある状態とは、前記相転移温度を求めるための前記音叉型振動式粘度計に
よる粘度測定において、感熱応答性高分子化合物の粘度が、粘度の最小値と最大値との中
間点より小さい状態である。また、前記疎水性がある状態とは、前記相転移温度を求める
ための前記音叉型振動式粘度計による粘度測定において、感熱応答性高分子化合物の粘度
が、粘度の最小値と最大値との中間点より大きい状態である。なお、前記感熱応答性高分
子化合物は水性塗料組成物に配合されて用いられるため、水以外の成分を含み得る水性塗
料組成物に配合されている前記感熱応答性高分子化合物の相転移温度は、上記のように水
中で測定した相転移温度とは異なり得る。
【００２６】
　前記相転移温度としては、好ましくは、３０～７０℃が例示される。前記相転移温度が
３０℃以上であることにより、水性塗料組成物の安定性が高まり、室温でより長期間保管
できるという利点があり、７０℃以下であることにより、前記相転移温度が水の沸点より
さらに低くなるため、相転移温度以上の必要がある塗膜乾燥温度の選択範囲が広がるとい
う利点がある。
【００２７】
　前記感熱応答性高分子化合物の分子量としては、特に限定されず、通常、２，０００～
５０，０００が挙げられ、好ましくは、２，０００～５，０００が挙げられる。前記感熱
応答性高分子化合物の分子量が２，０００以上であることにより、前記感熱応答性高分子
化合物がより前記シリカ粒子に担持されやすくなり、しかも、より前記シリカ粒子から乖
離しにくくなるという利点があり、５，０００以下であることにより、水性塗料用親水化
剤を製造するときに用いられ得る溶媒に前記感熱応答性高分子化合物が溶解しやすくなり
、その製造がより容易に実施できるという利点がある。なお、分子量は、実施例に記載さ
れているゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）により測定する。
【００２８】
　前記感熱応答性高分子化合物としては、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミド、ポリエ
チレングリコール、ポリプロピレングリコールおよびポリビニルメチルエーテル、および
、これらが複数混合されたものが例示される。なかでも、前記相転移温度が３５℃付近で
あるという点で、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミド、ポリビニルメチルエーテルが好
ましく、生体適合性があるという点で、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミドがより好ま
しい。
【００２９】
　前記感熱応答性高分子化合物としては、一般的な方法により重合されたもの、市販され
ているもの、市販されているものをさらに反応させたものなどが用いられ得る。
【００３０】
　前記水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子に担持され
てなる。前記水性塗料用親水化剤としては、具体的には、例えば、前記感熱応答性高分子
化合物が前記シリカ粒子に物理的に付着されたものが挙げられる。また、例えば、前記感
熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子と化学的に結合されたものが挙げられる。また、
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例えば、前記感熱応答性高分子化合物が前記シリカ粒子と化学的に結合されたものに、さ
らに前記感熱応答性高分子化合物が物理的に付着されたものが挙げられる。
【００３１】
　前記水性塗料用親水化剤に含まれている、前記シリカ粒子と前記感熱応答性高分子化合
物との重量比としては、前記シリカ粒子１重量部に対して前記感熱応答性高分子化合物が
２～１０重量部であることが好ましい。前記シリカ粒子１重量部に対して前記感熱応答性
高分子化合物が３～８重量部であることがより好ましい。
　前記水性塗料用親水化剤において、前記シリカ粒子１重量部に対して前記感熱応答性高
分子化合物が２重量部以上であることにより、前記水性塗料用親水化剤の塗膜表面への移
動がより起こりやすくなるという利点があり、１０重量部以下であることにより、シリカ
粒子による親水化性能がより高められるという利点がある。
【００３２】
　前記水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的
に結合されてなる化学修飾シリカ粒子が含まれていることが好ましい。前記感熱応答性高
分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シリカ粒子が含まれて
いることにより、前記感熱応答性高分子化合物がより確実に前記シリカ粒子を伴って塗膜
表面に移動するという利点がある。
【００３３】
　前記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シ
リカ粒子としては、例えば、重合反応性基を有するアルコキシシラン化合物と前記シリカ
粒子とを化学的に結合させたうえで、前記重合反応性基と前記感熱応答性高分子化合物の
構成単位であるモノマーとを重合させることにより得られるものが挙げられる。
　また、高分子化合物の一部にアルコキシシラン基を有する高分子シランカップリング剤
をシリカ粒子に化学的に結合させてなるものを挙げることができる。
【００３４】
　前記水性塗料用親水化剤は、前記感熱応答性高分子化合物と前記シリカ粒子とが化学的
に結合されてなる化学修飾シリカ粒子に、さらに前記感熱応答性高分子化合物が担持され
てなることがより好ましい。このような水性塗料用親水化剤により、さらに前記水性塗料
用親水化剤が塗膜表面により移動しやすくなるという利点がある。
【００３５】
　前記化学修飾シリカ粒子と、それに担持される前記感熱応答性高分子化合物との重量比
としては、前記化学修飾シリカ粒子１重量部に対して前記感熱応答性高分子化合物が２～
５重量部であることが好ましい。前記化学修飾シリカ粒子１重量部に対して前記感熱応答
性高分子化合物が２～３重量部であることがより好ましい。
　前記水性塗料用親水化剤において、前記化学修飾シリカ粒子１重量部に対して前記感熱
応答性高分子化合物が２重量部以上であることにより、前記水性塗料用親水化剤の塗膜表
面への移動がより起こりやすくなるという利点があり、５重量部以下であることにより、
シリカ粒子による親水化性能がより高められるという利点がある。
【００３６】
　本実施形態の水性塗料用親水化剤の製造方法について説明する。
【００３７】
　本実施形態の水性塗料用親水化剤は、例えば、前記シリカ粒子を含むコロイダルシリカ
と、前記感熱応答性高分子化合物とを混合することにより、分散体という状態で製造する
ことができる。
　また、例えば、前記シリカ粒子を含むコロイダルシリカと、エタノールなどの水溶性有
機溶媒と、重合性基及びシリカ粒子と化学的に結合し得る反応性基を有する化合物とを混
合し、シリカ粒子に重合性基を導入させたうえで、感熱応答性高分子化合物の構成モノマ
ーをさらに加えて、シリカ粒子を感熱応答性高分子化合物で化学的に修飾した化学修飾シ
リカ粒子とすることにより製造することができる。
　また、例えば、前記シリカ粒子を含むコロイダルシリカと、エタノールなどの水溶性有
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機溶媒有機溶媒と、感熱応答性高分子化合物の一部にアルコキシシラン基などを有するシ
ラン化合物とを混合して、化学修飾シリカ粒子とすることにより製造することができる。
　また、前記化学修飾シリカ粒子をエタノールなどの水溶性有機溶媒で分散させ、さらに
感熱応答性高分子化合物を加えることにより、化学修飾シリカ粒子にさらに前記感熱応答
性高分子化合物が担持されてなる水性塗料用親水化剤を分散体という状態で製造すること
ができる。
【００３８】
　次に、本発明に係る水性塗料組成物の一実施形態について説明する。
【００３９】
　本実施形態の水性塗料組成物としては、一般的な水性塗料組成物に通常配合され得る各
成分と、前記水性塗料用親水化剤とが混合されてなるものが挙げられる。
　前記水性塗料組成物には、前記水性塗料用親水化剤が０．５～１０重量％配合されてい
ることが好ましく、１～５重量％配合されていることがより好ましい。前記水性塗料用親
水化剤が０．５重量％以上配合されていることにより、塗布された塗膜がより親水化され
るという利点があり、１０重量％以下配合されていることにより、塗膜強度、塗膜均一性
などの他の塗膜特性がより優れたものとなるという利点がある。
【００４０】
　本実施形態の水性塗料組成物には、例えば、樹脂、着色剤及び／又は体質顔料、有機溶
剤、界面活性剤、防腐剤、防カビ剤等が含まれ得る。
【００４１】
　前記樹脂としては、水に溶解又は分散可能な樹脂が挙げられる。その樹脂としては、特
に限定はなく、具体的には、例えば、アクリル系樹脂、アクリルシリコーン系樹脂、ポリ
オレフィン系樹脂、シリコーン系樹脂、シリコーンポリエステル系樹脂、ポリウレタン系
樹脂、エポキシ系樹脂、フェノール系樹脂、尿素系樹脂、メラミン樹脂、ポリエステル系
樹脂、ポリエーテル系樹脂、アルキッド系樹脂、ポリカーボネート系樹脂等が挙げられ、
これらはそれぞれ単独で又は２種以上組み合わせて用いられ得る。また、これらの樹脂は
、例えばウレタン変性アクリル樹脂のように変性されていてもよく、或いはグラフト重合
されたものであってもよい。
　さらに、水溶性樹脂としては、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボ
キシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースなど
が挙げられる。
　また、例えば、前記界面活性剤を用いて、エチレン性不飽和モノマーを乳化重合して得
られる粒子状の樹脂が挙げられる。このような粒子状の樹脂としては、粒子内で架橋して
いないもの、または、粒子内で架橋しているもの等が挙げられる。粒子内で架橋している
ものとしては、例えば、１分子内に２つ以上のラジカル重合可能な不飽和基を有するエチ
レン性不飽和モノマー組成物、カルボン酸基含有エチレン性不飽和モノマーとエポキシ基
含有エチレン性不飽和モノマーとの組み合わせのように互いに架橋反応可能な２種以上の
エチレン性不飽和モノマーを含んだアクリルモノマー組成物を乳化重合して得られるもの
が挙げられる。
【００４２】
　前記水性塗料組成物に含まれている着色剤としては顔料及び染料が挙げられる。
　前記顔料としては、例えば、二酸化チタン等の白色顔料；カーボンブラックなどの黒色
顔料；黄色酸化鉄などの黄色顔料；パーマネントオレンジなどの橙色顔料；赤色酸化鉄な
どの赤色顔料；コバルト紫などの紫色顔料；コバルトブルーなどの青色顔料；フタロシア
ニングリーンなどの緑色顔料；アルミニウム粉などのメタリック顔料；金属酸化物コーテ
ィング雲母粉、マイカ状酸化鉄等の真珠光沢調顔料などが挙げられ、これらはそれぞれ単
独で又は２種以上組み合わせて用いられ得る。
　前記染料としては、例えば、モノアゾ染料、ポリアゾ染料などのアゾ染料；アントラキ
ノン誘導体などのアントラキノ染料；インジゴ誘導体などのインジゴイド染料；フタロシ
アニン染料；ジフェニルメタン染料などのカルボニウム染料；アジン染料などのキノンイ
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ミン染料；ポリメチン（またはシアニン）染料などのメチン染料；キノリン染料；ニトロ
染料；ニトロン染料；ベンゾキノン及びナフトキノン染料；ナフタルイミド染料；ペリノ
ン染料等が挙げられ、これらはそれぞれ単独で又は２種以上組み合わせて用いられ得る。
　前記体質顔料としては、例えば、バリタ粉、沈降性硫酸バリウム、炭酸バリウム、炭酸
カルシム、石膏、クレー、シリカ、ホワイトカーボン、珪藻土、タルク、炭酸マグネシウ
ム、アルミナホワイト、グロスホワイト等が挙げられる。
【００４３】
　前記水性塗料組成物に含まれている有機溶剤としては、水溶性のものが好ましく、例え
ば、メタノール、エタノールなどのアルキルアルコール類、メチルセロソルブ、エチルセ
ロソルブなどのグリコールエーテル類、メチルプロピレングリコール、プロピルプロピレ
ングリコールなどのプロピレングリコールエーテル類、メチルセロソルブアセテートなど
のグリコールエーテルエステル類、ジオキサン、テトラヒドロフラン、アセトン、ダイア
セトンアルコール、ソルフィット等が挙げられる。また、トルエン、キシレン等の芳香族
炭化水素類、酢酸エチル、酢酸ブチル等のエステル類、メチルエチルケトン、メチルイソ
ブチルケトン等の疎水性有機溶剤を用いることもできる。これら有機溶剤は、１種を単独
で、または２種類以上を組み合わせて用いることができる。有機溶剤の使用量は特に限定
されないが、大気中への放出量を極力少なくする点で、水を含めた溶媒総量に対して５０
重量％以下とすることが好ましい。
【００４４】
　前記水性塗料組成物に含まれている界面活性剤としては、陰イオン系、陽イオン系、両
性イオン系、非イオン系の界面活性剤が挙げられる。これらの界面活性剤はそれぞれ単独
で又は２種以上を組み合わせて用いられ得る。界面活性剤の配合量としては、通常、水性
塗料組成物に配合される量が例示される。前記界面活性剤は、例えば、前記水性塗料組成
物がエマルション系水性塗料である場合に、水性溶媒に前記樹脂を乳化して分散させるた
めに用いられ得る。
【００４５】
　前記水性塗料組成物には、必要に応じて、一般的な塗料組成物に通常用いられる架橋剤
、防腐剤、防錆剤、消泡剤、可塑剤、造膜助剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、粘度調節剤
、ゲル化防止剤、光安定剤、帯電防止剤などが含まれ得る。
【００４６】
　前記水性塗料組成物は、２５℃における粘度が０．１～５００００ｍＰａ・ｓであるこ
とが好ましい。該粘度が０．１ｍＰａ・ｓ以上であることにより、被塗布体への塗布時に
タレ等が生じにくくなり、目的とする膜厚がより得やすくなるという利点があり、５００
００ｍＰａ・ｓ以下であることにより、作業性がより良くなり、得られる塗膜の膜厚が均
一となりやすいという利点がある。より好ましい下限は、１ｍＰａ・ｓであり、より好ま
しい上限は、３００００ｍＰａ・ｓである。前記粘度は、ＢＭ型単一円筒型回転粘度計（
東京計器社製）を用いて測定することにより得られる値である。
【００４７】
　本実施形態の水性塗料組成物は、従来公知の方法等により製造することができる。例え
ば、各配合成分を適宜、適量混合して、有機溶剤を含む水系溶媒に樹脂等を分散すること
により水性ディスパージョンを得て、必要に応じて粘度調節剤等を用いて塗装しやすい粘
度に調整することなどにより製造することができる。
【００４８】
　なお、本発明を上記例示の水性塗料用親水化剤、水性塗料組成物に限定するものではな
い。
　また、一般の水性塗料用親水化剤、水性塗料組成物において用いられる種々の態様を、
本発明の効果を損ねない範囲において、採用することができる。
【実施例】
【００４９】
　次に実施例を挙げて本発明をさらに詳しく説明するが、本発明はこれらに限定されるも
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のではない。
　なお、以下に記述する実施例、比較例において、重量部および容量部の関係は、１ｇお
よび１ｍｌの関係と同様である。
【００５０】
＜感熱応答性高分子化合物の調製＞
　フラスコにＮ－イソプロピルアクリルアミド（ＮＩＰＡＭ）０．５重量部、重合開始剤
アゾビスイソブチロニトリル０．０２重量部、および、エタノール５０容量部を加え、７
０℃で６時間撹拌した後、ｎ－ヘキサンにて重合後の溶液を再沈殿させ、得られた粗重合
物をエタノールで８回洗浄し、その後減圧乾燥して、感熱応答性高分子化合物であるポリ
Ｎ－イソプロピルアクリルアミドを調製した。
　なお、調製されたポリＮ－イソプロピルアクリルアミドのＧＰＣ測定による分子量は、
２５００（ポリスチレン換算）であった。また、相転移温度は３８℃であった。
【００５１】
（実施例１）
　以下のようにして、水性塗料用親水化剤の分散体、具体的には、ポリＮ－イソプロピル
アクリルアミドが物理的に付着されているシリカ粒子の分散体を製造した。
　上記のごとく調製したポリＮ－イソプロピルアクリルアミド４．２重量部と、一次粒径
の平均が７０ｎｍのコロイダルシリカ（扶桑化学社製　商品名「ＰＬ－７」）の固形分換
算２．１重量部とを混合し、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミドが担持されたシリカ粒
子の分散体を製造した。
【００５２】
（実施例２）
　以下のようにして、水性塗料用親水化剤、具体的には、ポリＮ－イソプロピルアクリル
アミドとシリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シリカ粒子を製造した。
　還流管、温度計及び滴下ロートを備えた３つ口フラスコに、実施例１と同じコロイダル
シリカ２．１重量部（固形分換算）と、無水エタノール（和光純薬社製）２０容量部と、
３－メタクリル酸プロピルトリエトキシシラン（ＭＰＳ）１．０重量部とを加えた。５５
℃で２４時間撹拌後、反応溶液の遠心分離を行って上澄み液を除去した。次に、残った残
査にエタノールを２０容量部加えて再分散後、遠心分離を行って上澄み液を除去する洗浄
操作を５回行った。洗浄後の残査を減圧乾燥し、表面にメタクリル酸プロピルを化学修飾
したコロイダルシリカ１．９０５重量部を調製した。
　表面にメタクリル酸プロピルを化学修飾したコロイダルシリカ０．２５重量部、Ｎ－イ
ソプロピルアクリルアミド（ＮＩＰＡＭ）０．５重量部、重合開始剤アゾビスイソブチロ
ニトリル０．０２重量部、および、エタノール５０容量部をフラスコに加え、７０℃で６
時間撹拌した後、反応溶液の遠心分離を行って上澄み液を除去する洗浄操作を８回行った
。洗浄後の残査を減圧乾燥し、ポリＮ－イソプロピルアクリルアミドとシリカ粒子とが化
学的に結合されてなる化学修飾シリカ粒子０．２３１重量部を製造した。
【００５３】
（実施例３）
　以下のようにして、水性塗料用親水化剤の分散体、具体的には、ポリＮ－イソプロピル
アクリルアミドとシリカ粒子とが化学的に結合されてなる化学修飾シリカ粒子に、さらに
ポリＮ－イソプロピルアクリルアミドが担持されたシリカ粒子の分散体を製造した。
　実施例１で用いたものと同じポリＮ－イソプロピルアクリルアミド４．２重量部と、実
施例２で製造した化学修飾シリカ粒子２．０重量部と、エタノール２０容量部とを混合し
、水性塗料用親水化剤の分散体を製造した。
【００５４】
（実施例４）
　以下のようにして、実施例１で製造した水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性塗料組
成物を製造した。
　水性アクリルシリコーン塗料（川上塗料社製　商品名「エクスコート８００」）１００
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ービンを用いて、４００ｒｐｍの撹拌条件で、１５分間撹拌した。
【００５５】
（実施例５）
　以下のようにして、実施例２で製造した水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性塗料組
成物を製造した。
　実施例４で用いた水性アクリルシリコーン塗料１００ｇに、実施例２で製造した水性塗
料用親水化剤を３ｇ添加し、ディスクタービンを用いて、４００ｒｐｍで１５分間撹拌し
た。
【００５６】
（実施例６）
　以下のようにして、実施例３で製造した水性塗料用親水化剤が含まれてなる水性塗料組
成物を製造した。
　実施例４で用いた水性アクリルシリコーン塗料１００ｇに、実施例３で製造した水性塗
料用親水化剤を、固形分換算で３ｇ添加し、ディスクタービンを用いて、４００ｒｐｍの
撹拌条件で、１５分間撹拌した。
【００５７】
（比較例１）
　実施例４で用いた水性アクリルシリコーン塗料をそのまま用いることとした。
【００５８】
（比較例２）
　実施例４で用いた水性アクリルシリコーン塗料１００ｇに、実施例１で用いたコロイダ
ルシリカを固形分換算で３ｇ加えて混合したものを調製した。
【００５９】
＜塗膜特性の評価（親水性）＞
　実施例、比較例で製造した水性塗料組成物を、口径が２ｍｍのスプレーガンを用いて基
材（アルミ板に塩化ビニル製シーラーを塗布したもの）に塗布した。この際、塗布量は６
０～１００ｇ／ｍ2とした。その後、８０℃設定の乾燥機に入れ、３０分間乾燥して、そ
れぞれの塗膜を作製した。
　作製したそれぞれの塗膜を、ＳＷＯＭ試験（促進耐候性試験　ＪＩＳ　Ａ－６９０９）
）で１００時間静置、屋外で１ヶ月放置した後、それぞれの対水静的接触角を、接触角計
（協和界面化学社製　商品名「ＣＡ－Ｘ１５０型」）で２０℃において測定した。結果を
表１に示す。
【００６０】
【表１】

【００６１】
  表１から認識できるように、感熱応答性高分子化合物としてのポリＮ－イソプロピルア
クリルアミドがシリカ粒子に担持されてなる水性塗料用親水化剤は、その水性塗料用親水
化剤が含まれてなる水性塗料組成物で作製された塗膜を親水化する。
　なお、実施例において、塗膜形成直後ではなく、塗膜形成後に時間が経ってから親水化
が顕著となるのは、塗膜表面が比較的高い温度におかれたり水に暴露されたりする環境下
で長時間おかれて、塗膜最表面に付着したゴミ（有機物）などがとれることで、親水活性
な表面が露出することによるものと考えられる。
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